
  

 

 

 

 

 

 

令和元年度 青葉区区民意識調査 

調査結果報告書 
 

 

―概要版― 
 

 

調査概要 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

調査の目的 青葉区にお住まいの皆さまの生活意識や区政に対する満足度、要望等を的確に 

把握し、今後の区政運営に活かしていくことを目的とする。 

調査対象 青葉区内在住の 16 歳以上の男女 3,000 人（うち外国人 60 人） 

抽出方法 住民基本台帳からの無作為抽出 

調査方法 郵送によるアンケート方式 

回答率  47.6％ （有効回答者数1,429人） 

調査期間 令和元年７月２３日～８月９日 

設問分野 生活環境、定住意識、駅周辺のまちづくり、地域と生活、地域活動・就業意欲 

   図書サービス、子ども・子育て支援、地域福祉、防災・防犯、広報、健康 

図表の見方 図 （グラフ）の中で使用されているアルファベットの意味は次のとおり。 

n： その設問に対する回答者数 

答率 ％ （有効回答者数1 429 人）調査期間 令 和
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令和元年度 青葉区区民意識調査（概要版） 
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Ⅰ   回答者の属性 

 

年齢（Ｆ１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性別（Ｆ２） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

女性が男性より16.3ポイント上回っている。 

若年層（３０代以下）２割強、中年層（４０・５０代)と高年層（６０代以上)は、ともに４割弱

となっている。 

10・20代

11.9%

30代

10.9%

40代

16.6%

50代

20.0%

60代

14.5%

70歳以上

24.0%

無回答

2.1%

n=1,429

男性

40.5%

女性

56.8%

無回答

2.7%

n=1,429
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居住形態（Ｆ３） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家族構成（Ｆ４） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「持家（一戸建て）」と「持家（共同住宅）」を合わせると、持家率は７割を超えている。 

「親と子（２世代）」が全体の５割強、「夫婦」が３割弱となっている。 

ひとり暮らし

9.0%

夫婦

25.4%

親と子（２世代）

54.4%

親と子と孫（３世代）

5.5%

その他

3.2%

無回答

2.4%

n=1,429

持家（一戸建て）

50.9%

持家（共同住宅）

25.1%

借家（一戸建て）

2.2%

借家（共同住

宅、社宅、公務

員住宅、寮）

18.5%

その他

0.8%
無回答

2.4%

n=1,429

持ち家

76.0%

借家

20.7%

その他・無回答

3.3%

n=1,429

一戸建て

53.1%

共同住宅

43.6%

その他・無回答

3.3%

n=1,429
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子育ての状況（Ｆ５） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同居家族（Ｆ６） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「子育てをしている」の合計は、全体の４割弱となっている。 

「あてはまる家族はいない」を除いて、最も多いのは「65歳以上の高齢者」で３割弱となってい

る。 

9.0%

9.0%

5.7%

14.9%

64.1%

4.7%

0% 20% 40% 60%

未就学児の子育てをしている

小学生の子育てをしている

中学生の子育てをしている

高校生等以上の子育てをしている

子育てはしていない

無回答 複数回答 n=1,429

9.2%

14.4%

17.6%

27.2%

34.9%

6.8%

0% 10% 20% 30% 40%

未就学児

小学生、中学生

高校生、専門学校生、大学生

65歳以上の高齢者

あてはまる家族はいない

無回答 複数回答 n=1,429
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居住期間（Ｆ７） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職業（Ｆ８） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

最も多いのは「20～29 年」で、15 年以上が６割を超えている。 

最も多いのは「正社員、正職員」で全体の３割弱を占める。次いで「家事専業（主夫・主婦）」、

「無職」、「アルバイト・パート」と続く。 

2.1%

8.5%

10.5%

10.6%

14.7%

21.6%

14.6%

10.7%

3.8%

0.4%

2.4%

0% 5% 10% 15% 20% 25%

１年未満

１～４年

５～９年

10～14年

15～19年

20～29年

30～39年

40～49年

50年以上

わからない

無回答 n=1,429

6.8%

0.9%

28.4%

5.0%

11.7%

5.9%

19.5%

16.7%

2.5%

2.7%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

自営業・自由業

自営業の家族従業者

正社員、正職員

契約社員、派遣社員、嘱託職員

アルバイト、パート

学生

家事専業（主夫・主婦）

無職

その他

無回答 n=1,429
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職場・学校の場所（Ｆ８－２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

最も多いのは「東京都23区内」で全体の４割を占める。次いで「青葉区内」、「青葉区以外の横浜

市内」と続く。 

青葉区内

23.4%

青葉区以外の横

浜市内

16.6%

川崎市内

6.3%町田市内

1.6%

東京都23区内

40.2%

その他

9.8%

無回答

2.1%

n=838
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居住地区（Ｆ９・Ｆ１０） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

  

「山内地区」が最も多く、次いで「青葉台地区」、「恩田地区」となっている。 

青葉区地区別エリア図 

①中里地区   ②中里北部地区  ③市ヶ尾地区 

④上谷本地区  ⑤谷本地区    ⑥恩田地区 

⑦青葉台地区  ⑧奈良町地区   ⑨奈良北団地地区 

⑩山内地区   ⑪荏田地区    ⑫荏田西地区 

⑬新荏田地区  ⑭すすき野地区  ⑮美しが丘地区 

15 

6.0％ 

5.2％ 15.0％ 

5.5％ 

5.9％ 

4.4％ 

6.7％ 

4.9％ 

5.7％ 

7.7％ 

12.3％ 

9.6％ 

7.1％ 
1 

12 

11 

13 

3 

2 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 14 

5.5%

5.7%

6.7%

4.9%

7.7%

9.6%

12.3%

7.1%

15.0%

5.9%

4.4%

5.2%

6.0%

3.4%

0% 5% 10% 15% 20%

中里地区

中里北部地区

市ヶ尾地区

上谷本地区

谷本地区

恩田地区

青葉台地区

奈良町・奈良北団地地区

山内地区

荏田・新荏田地区

荏田西地区

すすき野地区

美しが丘地区

無回答 n=1,429
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Ⅱ   調査結果の概要 

１．お住まいの生活環境について 

現在のお住まいの生活環境について（問１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「暮らしやすい」が３割強、「どちらかというと暮らしやすい」が４割強で、合計すると７割強が暮

らしやすいと感じている。 
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現在の生活環境に関する満足度（問２）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「満足」「やや満足」を合わせた数値の上位項目は、「④良好な街並みの整備」「⑦緑の保全と緑

化の推進」「⑧ごみの分別収集・リサイクルやまちの美化」で、「満足」「やや満足」を合わせた数

値は、５割以上となっている。 

23.3

19.9

13.1

20.6

5.2

14.7

18.5

16.4

6.2

5.2

5.0

4.8

4.3

5.3

4.4

10.8

7.4

6.9

4.4

7.3

25.6

29.6

23.9

39.2

15.5

33.5

36.8

34.2

19.6

15.1

11.1

14.6

10.7

13.0

8.7

28.6

22.5

18.1

10.8

18.3

23.6

31.1

42.1

30.0

42.1

38.1

34.4

37.6

50.8

52.1

50.8

45.7

52.2

44.5

43.1

41.8

40.1

37.9

53.3

49.5

13.5

10.9

9.5

6.1

20.3

7.1

4.9

6.4

5.8

9.0

3.1

7.3

3.9

8.7

6.2

11.7

13.9

17.6

5.9

10.1

7.6

6.3

4.8

2.0

10.3

2.4

2.1

2.9

1.6

2.1

0.6

2.9

1.1

3.0

2.7

3.2

5.1

8.9

1.9

4.5

4.8

0.6

4.9

1.0

5.2

2.7

1.9

1.4

14.8

14.8

27.9

22.3

25.3

23.7

32.5

2.6

9.2

8.5

21.5

8.6

1.6

1.5

1.7

1.3

1.3

1.4

1.4

1.0

1.3

1.6

1.6

2.5

2.4

1.7

2.3

1.3

1.8

2.0

2.2

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①バスの便などの地域交通

②通勤・通学・買い物での道路や歩道の整備

③放置自転車の防止・駐輪場整備・交通安全対策

④良好な街並みの整備

⑤商店街の振興

⑥公園などの管理・整備

⑦緑の保全と緑化の推進

⑧ごみの分別収集・リサイクルやまちの美化

⑨地域の防災体制の整備

⑩地域の防犯体制の整備

⑪食品衛生・環境衛生の監視・指導

⑫子育て支援や青少年の健全育成

⑬感染症・生活習慣病などの保健推進

⑭高齢者福祉

⑮障害者福祉

⑯病院などの医療環境

⑰地区センター・スポーツセンターなどの施設

⑱図書館や図書に関するサービス

⑲広報や広聴、市民相談など区民参加の推進

⑳身近な区役所窓口のサービス

ｎ＝1,429 満足 やや満足 ふつう 無回答やや不満 不満 わからない
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区役所が重要視して取り組むべき課題（問３） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「⑭高齢者福祉」が最も多く３割弱で、次いで「⑫子育て支援や青少年の健全育成」、「⑨地域の

防災体制の整備」、「⑩地域の防犯体制の整備」が２割台となっている。 

29.0%

24.6%

22.0%

20.3%

16.8%

15.7%

15.1%

14.9%

14.6%

13.1%

11.3%

11.1%

10.7%

10.1%

8.9%

8.6%

6.7%

5.6%

2.9%

2.3%

7.2%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

⑭高齢者福祉

⑫子育て支援や青少年の健全育成

⑨地域の防災体制の整備

⑩地域の防犯体制の整備

⑳身近な区役所窓口のサービス

⑯病院などの医療環境

①バスの便などの地域交通

⑤商店街の振興

②通勤・通学・買い物での道路や歩道の整備

⑧ごみの分別収集・リサイクルやまちの美化

④良好な街並みの整備

⑱図書館や図書に関するサービス

③放置自転車の防止・駐輪場整備・交通安全対策

⑮障害者福祉

⑥公園などの管理・整備

⑰地区センター・スポーツセンターなどの施設

⑦緑の保全と緑化の推進

⑲広報や広聴、市民相談など区民参加の推進

⑬感染症・生活習慣病などの保健推進

⑪食品衛生・環境衛生の監視・指導

無回答 複数回答 n=1,429
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２．定住意識・区や市への愛着について 

青葉区に住んだきっかけや理由（問４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定住意向（問５） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「今住んでいるところに住み続けたい」が約７割、「青葉区内の他の場所に住みたい」が１割強

で、青葉区内への定住意向は、８割を超えている。 

50.5%

20.5%

13.3%

11.9%

6.4%

5.2%

3.1%

14.0%

1.1%

0% 20% 40% 60%

住宅を購入したため

青葉区に魅力を感じたため

親や子、親族と同居するため

生まれてからずっと住んでいる

寮や社宅があったため

子どもの通学のため

区内に就職・進学したため

その他

無回答

複数回答 n=1,429

今住んでいる

ところに住み

続けたい

69.1%

青葉区内の他

の場所に住み

たい

12.2%

青葉区以外の

横浜市内に住

みたい

3.1%

横浜市以外に

住みたい

12.4%

無回答

3.2%

n=1,429

「住宅を購入したため」が約５割で最も多く、次いで「青葉区に魅力を感じたため」が約２割と

なっている。 
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住む地域を選ぶときに重視すること（問６） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「交通（通勤・通学）の便がよいところ」が７割を超えて最も多く、次いで「日頃の買い物など

が便利なところ」と「犯罪が少ないと思われるところ」が６割台となっている。 

76.7%

65.3%

60.3%

56.9%

51.4%

42.7%

42.5%

42.0%

36.8%

26.4%

25.5%

19.9%

19.2%

18.8%

17.1%

16.2%

15.3%

9.0%

2.2%

1.0%

0% 20% 40% 60% 80%

交通（通勤・通学）の便がよいところ

日頃の買い物などが便利なところ

犯罪が少ないと思われるところ

住まい周辺が静かなところ

病院・医院が近くにあるところ

地震に強い地盤など災害に強いところ

自然環境が身近にあるところ

街並みや景観がよいところ

街のイメージがよいところ

住民の気質や感性が自分と合うところ

学校などの教育環境がよいところ

福祉サービスが充実しているところ

保育所・公園等の子育て環境がよいところ

職場に近いところ

趣味や余暇活動がしやすいところ

おいしいお店が多いところ

文化・スポーツ施設などが近くにあるところ

賑わいや活気があるところ

その他

無回答 複数回答 n=1,429
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青葉区、横浜市に対する愛着度（問７） 

 

＜青葉区＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜横浜市＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

青葉区については、愛着や誇りを「感じている」、「やや感じている」を合わせると、約８割の人

が愛着を感じている。 

横浜市については、「感じている」、「やや感じている」を合わせると約７割の人が愛着を感じて

いる。 

感じている

45.7%

やや感じてい

る

34.4%

どちらともいえ

ない

12.3%

あまり感じて

いない

4.3%

まったく感じて

いない

1.0%

わからない

1.5% 無回答

0.9%

n=1,429

感じている

36.9%

やや感じてい

る

33.7%

どちらともいえ

ない

14.8%

あまり感じて

いない

7.3%

まったく感じて

いない

2.1%

わからない

1.5% 無回答

3.8%

n=1,429
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３．駅周辺のまちづくり・行動範囲について 

最寄り駅（問８（１）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

駅の利用目的（問８（２）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「青葉台駅」が全体の４分の１で最も多く、ついで「たまプラーザ駅」、「あざみ野駅」となって

いる。 

「①通勤・通学」では「あざみ野駅」、「②日用品以外の買い物」、「③友人や知人との会食」は「た

まプラーザ駅」、「⑥通院」は「藤が丘駅」、「④娯楽」「⑤文化・スポーツ」は「その他の駅」がそ

れぞれ最も多くなっている。 

6.5

10.6

3.7

6.3

6.7

9.6

1.6

4.3

0.6

1.9

1.2

1.2

3.3

25.8

8.6

2.2

4.4

3.2

16.6

0.8

3.8

0.3

2.2

1.0

0.6

9.1

21.7

10.2

2.7

3.9

5.2

18.0

0.3

1.9

0.3

0.7

0.8

0.7

10.1

12.3

5.3

0.7

1.9

1.3

9.5

0.1

2.0

0.2

3.0

0.8

0.6

13.6

5.6

8.4

1.3

7.6

3.2

8.6

0.2

2.1

0.0

1.8

0.7

0.6

8.9

9.1

12.4

4.5

7.6

14.3

12.1

1.9

2.9

0.5

2.9

0.6

0.3

3.6

19.0

44.5

84.8

68.3

66.1

25.7

95.0

83.0

98.0

87.5

95.0

96.0

51.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

たまプラーザ駅

あざみ野駅

江田駅

市が尾駅

藤が丘駅

青葉台駅

田奈駅

長津田駅

恩田駅

こどもの国駅

玉川学園前駅

鶴川駅

その他

①通勤・通学 ②日用品以外の買い物 ③友人や知人との会食

無回答

④娯楽

⑤文化・スポーツ ⑥通院

17.7%

13.9%

5.1%

12.3%

11.3%

25.2%

1.9%

1.1%

2.2%

4.1%

1.0%

0.3%

0.3%

3.6%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

たまプラーザ駅

あざみ野駅

江田駅

市が尾駅

藤が丘駅

青葉台駅

田奈駅

長津田駅

恩田駅

こどもの国駅

玉川学園前駅

鶴川駅

その他

無回答
n=1,429
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最寄り駅周辺の評価（問８（３）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１. 交通や安全性の満足度 

「①バス・タクシーの利用」「④駅へのアクセス（歩行者空間や歩道橋、横断歩道

等）」の満足度が高く、「②送迎用の駐停車スペース」「③駐輪場の位置や量」の不満度

が高めである。 
２.うるおいや居心地の満足度 

「①自然環境（緑（街路樹を含む）や農地、河川など）」「②まちなみ（建物の高さ、

規模、色彩、広告物など）」の満足度が高く、「③まちなかで座れる場所や落ち着ける

場所」の不満度がやや高めである。 

１．交通や安全性の満足度 

29.2

6.9

6.2

19.2

9.6

8.1

24.7

12.5

9.2

27.7

20.1

21.8

23.6

31.4

43.5

32.5

44.4

51.0

11.5

23.7

18.0

11.1

15.9

10.0

7.6

17.4

11.1

5.0

4.0

3.2

3.4

8.3

12.0

4.5

6.0

5.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①バス・タクシーの利用

②送迎用の駐停車スペース

③駐輪場の位置や量

④駅へのアクセス(歩行者空間

や歩道橋、横断歩道等)

⑤駅周辺のバリアフリー化

⑥防犯や交通安全の対策

22.0

16.4

7.1

10.8

38.6

37.4

17.4

23.4

28.3

33.6

36.1

37.6

7.0

7.2

28.1

19.0

1.5

1.7

7.4

5.5

2.7

3.7

4.0

3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①自然環境(緑(街路樹を含む)や農地、河川など)

②まちなみ(建物の高さ、規模、色彩、広告物など)

③まちなかで座れる場所や落ち着ける場所

④まちなかで楽しく散歩できる場所

２．うるおいや居心地の満足度 

満足している やや満足している どちらでもない やや不満がある

不満がある 無回答
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最寄り駅周辺及び区全体の商業、業務、サービス等の機能の評価、移動手段（問９） 

 

＜区全体の商業、業務、サービス等の機能について＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「①日用品の買物」「②日用品以外の買い物」「③友人や知人との会食 理美容など」「⑤病院・

診療所」の「満足している」と「やや満足している」を合計した数値は４割を超えている。 

「④落ち着いて読書や勉強等ができる場所」「⑩趣味や娯楽を楽しむ場所」の「やや不満がある」

と「不満がある」を合計した数値は２割を超えている。 

全体的に「どちらでもない」が多い傾向にあり、全ての項目で３割以上になっている。 

18.8

12.5

13.9

5.7

14.6

4.1

4.2

4.4

5.1

5.7

4.5

28.7

27.8

28.3

15.3

27.2

6.9

9.2

12.6

14.2

15.4

12.9

33.0

33.9

35.0

40.7

38.3

42.5

46.2

48.4

44.0

40.0

42.1

6.4

10.4

8.0

14.4

6.2

7.5

8.6

9.0

11.1

14.8

9.8

1.5

3.8

2.2

7.1

1.9

3.2

2.2

2.2

4.4

5.3

4.8

11.7

11.6

12.5

16.8

11.9

35.8

29.6

23.4

21.2

18.7

25.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①日用品の買物

②日用品以外の買物

③友人や知人との会食

理美容など

④落ち着いて読書や勉強等が

できる場所

⑤病院・診療所

⑥子どもを預ける場所

(保育所等)

⑦高齢者福祉施設

(介護施設等)

⑧地域活動や交流の場所

⑨スポーツの場所

⑩趣味や娯楽を楽しむ場所

⑪働く場(ご自身の区内

職場の有無に関わらず)

満足している やや満足している どちらでもない やや不満がある 不満がある 無回答
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＜もっともよく利用する場所までの主な移動手段＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

全体的に「徒歩」と「自家用車」の割合が高い。 
「①日用品の買物」「⑤病院・診療所」「⑥子どもを預ける場所（保育所等）」「⑦高齢者福祉

施設（介護施設等）」「⑧地域活動や交流の場所」「⑨スポーツの場所」は「徒歩」が最も多く、

次いで「自家用車」が多い。 

「②日用品以外の買物」「⑩趣味や娯楽を楽しむ場所」は「自家用車」が最も多く、次いで

「電車」が多い。 

「③友人や知人との会食 理美容など」は「電車」が最も多く、次いで「徒歩」が多い。 

「④落ち着いて読書や勉強等ができる場所」は「徒歩」が最も多く、次いで「電車」が多い。 

徒歩 バス タクシー 自転車・バイク

自家用車 電車 無回答 

33.9

7.8

17.6

23.2

25.4

16.1

13.6

22.7

16.3

12.9

6.3

9.0

10.8

8.0

8.0

4.2

4.8

5.7

6.4

6.7

0.1

0.3

0.3

0.2

1.3

0.0

0.8

0.1

0.0

0.1

4.9

3.5

3.3

3.2

3.6

2.5

1.4

3.1

3.8

3.4

23.4

31.3

14.1

9.7

19.8

8.6

11.4

9.1

15.7

14.8

0.8

16.1

19.0

10.4

8.0

1.7

2.1

4.2

6.3

13.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①日用品の買物

②日用品以外の買物

③友人や知人との会食、理美容など

④落ち着いて読書や勉強等ができる場所

⑤病院・診療所

⑥子どもを預ける場所(保育所等)

⑦高齢者福祉施設(介護施設等)

⑧地域活動や交流の場所

⑨スポーツの場所

⑩趣味や娯楽を楽しむ場所
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外出時に困ること（問 10） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

困っていることとして多いのは、「バス停や駅までに坂道が多い」が４割弱、「バス便が少ない」

が２割強となっている。 

36.5%

23.4%

15.7%

7.3%

6.5%

4.2%

4.1%

11.2%

31.1%

4.5%

0% 10% 20% 30% 40%

バス停や駅までに坂道が多い

バス便が少ない

バス停や駅までが遠い

自宅から道路に出るまでに階段がある

バス停や駅までに歩道が少ない

自家用車の運転に不安がある

バス等の乗り物の乗降に不安がある

その他

特に困っていることはない

無回答 複数回答 n=1,429
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４．地域と生活について 

居住地域における課題や問題（問 11） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

最も多いのは「近隣の人とのつきあいの希薄化」で４割弱、次いで「高齢化による介護問題の深

刻化」が３割強、「子どもの減少による地域活力の低下」、「子どもが安心して遊ぶ場の不足」が２割

台となっている。 

36.5%

31.8%

23.9%

22.4%

17.6%

17.1%

16.9%

16.7%

16.2%

15.5%

14.9%

12.8%

12.5%

11.2%

10.9%

9.9%

9.9%

9.7%

9.5%

9.5%

9.1%

7.8%

7.3%

7.3%

5.1%

2.7%

9.2%

8.7%

0% 10% 20% 30% 40%

近隣の人とのつきあいの希薄化

高齢化による介護問題の深刻化

子どもの減少による地域活力の低下

子どもが安心して遊ぶ場の不足

地域にあるボランティア団体や活動団体に関する情報不足

身近な健康づくりの場の不足

高齢者や障害者の外出困難

災害に対する備えの不足

バスの便の減少

身近な日用品販売店（コンビニやスーパー等）の不足

子ども・高齢者・障害者などの身近な相談の窓口の不足

地域に関する情報の不足

子どもたちの将来への不安（進学、就職、友だちづきあい、結婚など）

段差解消などバリアフリーの不足

認知症者に対する理解の不足

障害者に対する理解の不足

犯罪の増加・治安の悪化

地域活動をする場所の不足

家庭・地域の子育て機能の低下

中高年のひきこもりの増加

青少年の不登校・ひきこもり・ニートの増加

住宅の建て替えの増加

発達障害児・者への支援の不足

障害者の高齢化・重度化

障害者の就労支援の不足

青少年の非行

その他

無回答

複数回答 n=1,429
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困ったときの相談相手（問 12） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自治会・町内会への加入状況（問 13） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

最も多いのは「家族・親戚」で約８割、次いで「友人」が５割弱となっている。 

「加入している」が８割弱。平成28年度調査より、2.1ポイント減少している。 

79.8%

45.4%

13.4%

12.5%

4.2%

3.6%

3.1%

2.2%

0.8%

0.7%

2.6%

0% 20% 40% 60% 80%

家族・親戚

友人

近所の人

相談する必要がない、自分で解決している

相談したいが相談できる相手がいない

地域ケアプラザの職員

区役所の職員

自治会・町内会の人

民生委員

社会福祉協議会の職員

無回答 複数回答 n=1,429

加入している

76.3%

加入していない

21.5%

無回答

2.2%

n=1,429
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自治会・町内会へ加入していない理由（問 13-1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自治会・町内会があって良かったと感じるとき（問 14） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「ゴミ集積場や地域の清掃により街がきれいになったと感じたとき」が５割弱で最も多い。 

「加入を勧誘されなかった」が約４割、「加入することの利益を感じない」が３割強で多くなっ

ている。 

39.1%

31.9%

18.2%

17.9%

12.1%

16.9%

2.9%

0% 10% 20% 30% 40%

加入を勧誘されなかった

加入することの利益を感じない

加入の仕方がわからない

いろいろな役をやらされそう

近所づきあいが煩わしい

その他

無回答 複数回答 n=307

45.7%

32.6%

31.7%

31.2%

27.6%

10.9%

5.9%

13.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

ゴミ集積場や地域の清掃により街がきれいになったと感じたとき

地域の公園や道路がきれいだと感じたとき

地域のお祭りや運動会などの行事に参加したとき

災害がおこったとき

子どもの登下校を見守っているとき、見守りを見かけたとき

高齢者を支援したとき、支援を見かけたとき

その他

無回答 複数回答 n=1,429
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５．地域等での活動・就業意欲について 

自由時間を満足に持てているか（問 15） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域での活動について（問 16） 

（１）あなたが参加している活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「どちらかというとそう思う」と「そう思う」を合わせて６割強となっている。 

「①お祭り・運動会等の地域住民交流の活動」が約２割で最も多く、次いで「②趣味の活動」、

「⑤健康・スポーツの活動」が約１割となっている。 

19.0%

10.2%

9.0%

3.9%

3.3%

3.3%

2.9%

2.5%

1.7%

1.1%

0.9%

0.7%

67.5%

0% 20% 40% 60% 80%

①お祭り・運動会等の地域住民交流の活動

②趣味の活動

⑤健康・スポーツの活動

③エコ・環境に関する活動

⑥子育てを支援する活動

⑫災害に備えた助け合いの活動

④花・緑に関する活動

⑨高齢者を支援する活動

⑪ボランティア育成に関わる活動

(ボランティア講座等)

⑦子どもを支援する活動(学習支援や,貧困

などの困難を抱える子どもの支援等）

⑩障害がある人を支援する活動

⑧小中学生の居場所づくり

無回答

複数回答 n=1,429

そう思う

30.5%

どちらかという

とそう思う

33.5%

どちらともい

えない

13.2%

どちらかとい

うとそう思わ

ない

11.8%

そう思わない

7.8%

無回答

3.3%

n=1,429
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（２）参加したい活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）自身の経験や得意なことを生かせそうな活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「⑤健康・スポーツの活動」が約２割で最も多く、次いで「②趣味の活動」が２割弱となってい

る。 

全体的に回答率が低く、いずれも１割に満たない。「②趣味の活動」が最も多く、「⑥子育てを支

援する活動」、「⑦子どもを支援する活動（学習支援や、貧困などの困難を抱える子どもの支援等）」

と続く。 

20.4%

18.8%

15.1%

13.2%

11.8%

10.8%

10.4%

10.1%

9.4%

8.1%

7.9%

6.7%

54.4%

0% 20% 40% 60%

⑤健康・スポーツの活動

②趣味の活動

⑫災害に備えた助け合いの活動

④花・緑に関する活動

③エコ・環境に関する活動

①お祭り・運動会等の地域住民交流の活動

⑨高齢者を支援する活動

⑪ボランティア育成に関わる活動

(ボランティア講座等)

⑦子どもを支援する活動(学習支援や,貧困

などの困難を抱える子どもの支援等）

⑥子育てを支援する活動

⑧小中学生の居場所づくり

⑩障害がある人を支援する活動

無回答

複数回答 n=1,429

6.0%

4.9%

4.4%

3.9%

3.1%

3.0%

2.7%

2.6%

2.2%

1.8%

1.7%

1.5%

82.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

②趣味の活動

⑥子育てを支援する活動

⑦子どもを支援する活動(学習支援や,貧困

などの困難を抱える子どもの支援等）

⑤健康・スポーツの活動

⑨高齢者を支援する活動

⑧小中学生の居場所づくり

⑩障害がある人を支援する活動

④花・緑に関する活動

①お祭り・運動会等の地域住民交流の活動

⑪ボランティア育成に関わる活動

(ボランティア講座等)

③エコ・環境に関する活動

⑫災害に備えた助け合いの活動

無回答

複数回答 n=1,429
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初めて地域等での活動に参加したきっかけ（問 16-1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域活動の参加または継続に必要な条件（問 17） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「自治会・町内会の当番にあたったから」が３割弱で最も多く、次いで「自分自身の楽しみ、充

実感を得たいから」、「近所の方、友人に誘われたから」と続く。 

「自分の興味・関心のある活動があれば」が４割強で最も多く、次いで「仕事や子育てが終わり、

時間にゆとりができたら」と「一緒に活動する仲間ができれば」が３割台となっている。 

42.8%

34.6%

33.0%

19.9%

19.4%

16.2%

10.6%

8.7%

3.0%

5.8%

10.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

自分の興味・関心のある活動があれば

仕事や子育てが終わり,

時間にゆとりができたら

一緒に活動する仲間ができれば

知り合いから声をかけられれば

自分の能力・興味に合わせて活動

を紹介してくれる制度があれば

地域活動の内容や状況など

の情報が入手できたら

家族で参加できる機会があれば

ボランティア体験講座など,活動を

体験できるきっかけがあれば

その他

参加することに特に条件はない

無回答 複数回答 n=1,429

地域に貢献した

いと思ったから

14.6%

近所の方、友人

に誘われたから

17.4%

地域に仲間や

友人が欲し

かったから

3.9%自治会・町内

会の当番にあ

たったから

27.3%

自分自身の楽し

み、充実感を得

たいから

23.9%

その他

4.9%

無回答

8.0%

n=465
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現在または過去の職種（問 18） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青葉区内で働く・起業する希望（問 19） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「管理職・事務職・営業職・販売職」が４割弱で最も多く、次いで「専門職（医療系・法律系・

教育系等）」「サービス職（理容師・調理師・接客係等）」「研究職・技術職」が１割台となっている。 

「条件があえば働きたい」が３割弱で最も多く、これに「働きたい」、「起業したい」及び「条件

があえば起業したい」を合わせると、約半数が青葉区内で働きたい・起業したいと回答している。 

専門職（医療系・法

律系・教育系等）

15.7%

研究職・技術職

10.4%

管理職・事務職・営

業職・販売職

38.8%
運輸・通信的職種

2.3%

保安的職種（警察

官・消防士・自衛官・

警備員等）

0.8%

生産工程・労務作業者

2.0%

農・林・漁に関わる

職種

0.7%

サービス職（理容師・

調理師・接客係等）

11.5%

その他

7.3%

働いたことがない

6.4%

無回答

4.1%

n=1,429

働きたい

13.7%

起業したい

1.4%

条件があえば働

きたい

28.4%

条件があえば起業した

い

5.2%

区内で働きた

い・起業したいと

思わない

25.6%

現在区内で働い

ている・起業して

いる

7.9%

無回答

17.7%

n=1,429
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区内で働く・起業するための必要条件（問 19-1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知り合い・友人と活動する機会の有無（問 20） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「自分の経験や能力を生かせる仕事や働ける場があること」が６割弱で最も多く、次いで「自分

の都合に合ったペースや時間帯でできる仕事や働ける場があること」が５割強、「自宅の近くに仕

事や働ける場があること」が４割弱となっている。 

「ある」「ない」ともにほぼ半数となっている。 

57.4%

53.7%

35.2%

16.2%

15.1%

7.7%

6.5%

6.2%

5.3%

4.9%

3.9%

2.9%

3.4%

3.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

自分の経験や能力を生かせる仕事や働ける場があること

自分の都合に合ったペースや時間帯でできる仕事や働ける場があること

自宅の近くに仕事や働ける場があること

社会や地域に貢献できる仕事や働ける場があること

自宅で仕事ができること

子どもを預けながらできる仕事や働ける場があること

求人情報を簡単に入手できること

同じ志を持つ仲間がいること

働くきっかけとなる講座やイベントがあること

起業等で困ったときにフォローアップが受けられること

起業にあたり、区内にレンタルオフィスなどのスペースがあること

区内に現在働いている会社の職場があること（サテライトオフィス等）

その他

無回答
複数回答 n=697

ある

46.5%

ない

48.2%

無回答

5.2%

n=1,429
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知り合い・友人と活動する場所（問 21） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域で知り合いや仲間をつくる希望（問 22） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「趣味の集まりの場」が２割強で最も多く、次いで「図書館や地区センターなどの公共施設」、

「スポーツクラブ・ジム」、「習い事や稽古の場」、「友人・知人・親戚宅」、「ファミレス・コーヒー

ショップなどの飲食店」が１割台となっている。 

「既にいる」と「つくってみたいと思う」が、それぞれ３割強となっている。 

22.9%

18.7%

17.3%

16.6%

16.2%

15.2%

9.7%

7.5%

6.9%

5.0%

4.3%

11.2%

13.9%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

趣味の集まりの場

図書館や地区センターなどの公共施設

スポーツクラブ・ジム

習い事や稽古の場

友人・知人・親戚宅

ファミレス・コーヒーショップなどの飲食店

ケアプラザなどの福祉施設

大学などの生涯学習講座

公園

地域の茶話会・サロン

その他

特にない

無回答
ｎ＝1,429

既にいる

34.4%

つくってみたいと思う

31.1%

特につくりたい

とは思わない

27.6%

無回答

6.9%

n=1,429
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６．図書に関するサービスについて 

読みたい本の入手方法（問 23） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用したことがある、充実してほしい図書サービス（問 24） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「書店で購入する（大型書店や町の本屋など）」が７割強で最も多く、次いで「インターネット

で購入する」が４割強、「図書館や地区センターなどで借りる」が３割弱、「リサイクル文庫（古本

屋など）を利用する」が２割強となっている。 

利用したことがあるもの、充実してほしいもの、どちらも「①山内図書館等の横浜市立図書館」

が最も多い。 

72.7%

42.3%

26.7%

21.3%

2.5%

5.0%

0% 20% 40% 60% 80%

書店で購入する（大型書店や町の本屋など）

インターネットで購入する

図書館や地区センターなどで借りる

リサイクル文庫（古本屋など）を利用する

その他

無回答 ｎ＝1,429

57.2%

25.2%

12.2%

8.6%

4.3%

1.5%

1.7%

37.8%

22.3%

8.9%

8.8%

1.7%

4.1%

3.8%

2.4%

67.6%

0% 20% 40% 60% 80%

①山内図書館等の横浜市立図書館

③借りた横浜市立図書館の本を返却できる「返却ポスト」（たま

プラーザ駅、市が尾駅、青葉台駅に設置）

②予約した横浜市立図書館の本を近くの地区センター等で受け

取ることができる「図書取次サービス」

⑥近隣都市の図書館の利用

⑤青葉区役所１階の「あおば区民文庫」

④移動図書館はまかぜ号

⑦その他

無回答

利用したことがある 充実してほしい

複数回答 n=1,429
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49.6%

43.0%

29.2%

20.2%

7.0%

5.4%

4.5%

0.8%

1.5%

13.0%

7.6%

0% 20% 40% 60%

目的の本を読みたいとき・借りたいとき

勉強・仕事・調べものをしたいとき

本を探したいとき

静かに落ち着いて過ごしたいとき

一人になりたいとき

子どもと一緒に過ごしたいとき

読書会・読み聞かせ・講演会等,

読書に関する催しが行われるとき

知人・友人とゆったり過ごしたいとき

その他

図書館に行きたいとは思わない

無回答 複数回答 n=1,429

図書館を利用したい時（問 25） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「目的の本を読みたいとき、借りたいとき」が約５割で最も多く、次いで「勉強・仕事・調べも

のをしたいとき」が４割強、「本を探したいとき」が約３割となっている。 
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７．子ども・子育て支援について 

未就学児や小学生がいる家庭に必要な支援（問 26） 

＜未就学児＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜小学生＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「突発的な事情があった際に、一時的に預けられる施設やサービス」が５割強で最も多く、次い

で「親子で遊びや学びができる場所」が３割強、「子育ての相談や情報収集ができる場所やサービ

ス」、「夕方まで預かってくれる幼稚園」、「子育てに要する費用などへの経済的な支援」、「自宅に近

い保育園」が２割台となっている。 

「放課後の児童の居場所（放課後キッズクラブなど）」が５割弱で最も多く、次いで「突発的な

事情があった際に、一時的に預けられる施設やサービス」が４割弱、「学習の支援が受けられる場

所やサービス」が３割弱となっている。 

47.8%

35.9%

27.6%

25.7%

22.5%

18.2%

14.6%

12.9%

9.7%

1.0%

1.6%

15.6%

0% 20% 40% 60%

放課後の児童の居場所

(放課後キッズクラブなど)

突発的な事情があった際に,一時的

に預けられる施設やサービス

学習の支援が受けられる

場所やサービス

子育てに要する費用などへ

の経済的な支援

親子で遊びや学びができる場所

子育ての相談や情報収集

ができる場所やサービス

多世代の交流ができる

場所やサービス

地域などで子育て支援活動

に携わる人たちの手助け

食事の支援が受けられる

場所やサービス

その他

特に必要な支援はない

無回答
複数回答 n=1,429

51.4%

33.3%

25.4%

24.0%

22.7%

22.2%

14.3%

10.4%

9.4%

8.5%

5.7%

0.9%

1.2%

14.9%

0% 20% 40% 60%

突発的な事情があった際に,一時的

に預けられる施設やサービス

親子で遊びや学びができる場所

子育ての相談や情報収集

ができる場所やサービス

夕方まで預かってくれる幼稚園

子育てに要する費用などへ

の経済的な支援

自宅に近い保育園

駅に近い保育園

地域などで子育て支援活動に

携わる人たちの手助け

多世代の交流ができる場所やサービス

年少クラスに入る前の子どもを

預かってくれる幼稚園

食事の支援が受けられる場所やサービス

その他

特に必要な支援はない

無回答
複数回答 n=1,429
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未就学児や小学生の子育てに必要な情報（問 27） 

＜未就学児＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜小学生＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「緊急時の一時預りが可能な施設」が４割強で最も多く、次いで「相談をできる場所」が４割弱、

「親子で遊べる場所」、「小児科などの医療機関」が約３割となっている。 

「放課後の居場所（放課後キッズクラブなど）」が約４割で最も多く、次いで「緊急時の一時預

かりが可能な施設」、「相談をできる場所」が３割強となっている。 

40.5%

33.2%

32.8%

25.5%

20.3%

18.8%

18.0%

15.4%

7.3%

3.3%

0.7%

15.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

放課後の居場所（放課後キッズクラブなど）

緊急時の一時預りが可能な施設

相談をできる場所

小児科などの医療機関

保育園・幼稚園・小学校

栄養,運動,しつけ,発達

などの子育ての正しい知識

親子で遊べる場所

親子で参加できる

講座やイベント

病児保育

子育てサークル

その他

無回答 複数回答 n=1,429

41.4%

36.6%

30.3%

30.1%

27.2%

20.4%

13.4%

12.2%

9.4%

2.7%

0.6%

15.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

緊急時の一時預りが可能な施設

相談をできる場所

親子で遊べる場所

小児科などの医療機関

保育園・幼稚園・小学校

栄養,運動,しつけ,発達

などの子育ての正しい知識

病児保育

子育てサークル

親子で参加できる

講座やイベント

民間の幼児教室

その他

無回答

複数回答 n=1,429
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子育ての悩みの相談先（問 28） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「配偶者や祖父母等の家族」が７割弱で最も多く、次いで「友人」が５割弱、「子育て中の人や

近所の人」が４割強、「地域等で子育て支援活動に携わる人」、「区役所の専門職(保健師・助産師・

社会福祉職等)」が約４割となっている。 

66.2%

48.4%

42.8%

39.6%

39.5%

32.1%

6.3%

1.1%

12.0%

0% 20% 40% 60% 80%

配偶者や祖父母等の家族

友人

子育て中の人や近所の人

地域等で子育て支援活動に携わる人

区役所の専門職（保健師・助産師・社会福祉職等）

かかりつけ医

インターネット等を活用した不特定多数の人

その他

無回答
複数回答 n=1,429
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８．地域の福祉保健活動・認知症について 

手助けができること、手助けしてもらいたいこと（問 29） 

＜手助けができること＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜手助けしてほしいこと＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「安否確認の声掛け」が６割強で最も多く、次いで「災害時の避難の手助け」が約４割、「ちょ

っとした買い物やゴミ出し」、「急に具合が悪くなった時の手助け」が３割台となっている。 

「急に具合が悪くなった時の手助け」が３割強で最も多く、次いで「災害時の避難の手助け」が

約３割、「安否確認の声掛け」が約２割となっている。 

63.4%

40.7%

36.5%

32.8%

27.4%

25.1%

12.2%

10.4%

6.9%

4.6%

4.2%

1.0%

18.0%

0% 20% 40% 60%

安否確認の声掛け

災害時の避難の手助け

ちょっとした買い物やゴミ出し

急に具合が悪くなった時の手助け

話し相手や相談相手

ちょっとした力仕事

子どもの一時預かり

通院の送迎や外出の付き添い

食事づくりや掃除・洗濯の手伝い

食事の提供

気軽に行かれる自由な居場所の提供

その他

無回答
複数回答 n=1,429

31.6%

29.4%

20.6%

12.5%

7.8%

7.0%

6.3%

6.0%

5.9%

3.2%

3.0%

0.8%

42.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

急に具合が悪くなった時の手助け

災害時の避難の手助け

安否確認の声掛け

ちょっとした力仕事

話し相手や相談相手

子どもの一時預かり

気軽に行かれる自由な居場所の提供

ちょっとした買い物やゴミ出し

通院の送迎や外出の付き添い

食事づくりや掃除・洗濯の手伝い

食事の提供

その他

無回答

複数回答 n=1,429
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認知症・介護者支援で理解していること（問 30） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「認知症の病態」が６割弱で最も多く、次いで「認知症の予防方法」、「認知症の方への対応」、

「若年性認知症について」が２割台となっている。 

56.8%

27.0%

22.5%

20.8%

17.1%

7.0%

6.1%

5.4%

3.1%

2.7%

2.1%

30.9%

0% 20% 40% 60%

認知症の病態

認知症の予防方法

認知症の方への対応

若年性認知症について

高齢者虐待について

認知症カフェ

認知症サポーター養成講座

介護者のつどい

認知症高齢者等見守りシール事業

認知症高齢者安心ネットワーク

キャラバン・メイトの活動

無回答
複数回答 n=1,429



   

35 
 

９．防災・防犯について 

実施している防災対策（問 31） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域防災拠点等の把握状況（問 32） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「水や食料の備蓄（１人あたり３日以上）」が６割弱で最も多く、次いで「ニュース等での気象

状況の把握」が５割強、「非常持出袋等の準備」、「避難場所や避難経路の確認」が約４割となって

いる。 

把握状況は、「地域防災拠点」が６割弱、「広域避難場所」が約７割、「自身の地域防災拠点が災

害時地域定点診療拠点となっているか」が１割強、「自宅が洪水浸水想定区域に含まれているか」、

「自宅が土砂災害警戒区域区域に含まれているか」が４割強となっている。 

56.6%

51.3%

39.8%

39.0%

36.5%

35.5%

30.9%

28.2%

16.9%

13.6%

9.9%

7.0%

1.1%

5.5%

0% 20% 40% 60%

水や食料の備蓄（１人あたり3日以上）

ニュース等での気象状況の把握

非常持出袋等の準備

避難場所や避難経路の確認

家具類の転倒防止

家族との連絡方法の確認

トイレパック（携帯トイレ）の準備

消火器の準備

自宅周辺の危険個所を把握(例:自宅が土砂災害

警戒区域や洪水浸水想定区域に含まれているか)

家の耐震補強

避難勧告が出された場合の避難行動を知って

いる(例:水平避難・垂直避難・屋内退避）

感震ブレーカーの設置

その他

無回答
複数回答 n=1,429

57.0

70.3

11.4

43.5

42.5

33.9

23.2

73.4

43.5

44.2

9.1

6.4

15.2

13.0

13.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①お住まいの地域の地域防災地点

②お住まいの地域の広域避難場所

③ご自分の地域防災拠点が災害時地域定点診療拠点となっているか

④自宅が洪水浸水想定区域に含まれているか

⑤自宅が土砂災害警戒区域に含まれているか

ｎ＝1,429 把握している 把握していない 無回答
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振り込め詐欺の被害について（問 33） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

振り込め詐欺被害対策（問 34） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「自分は引っかからないと思っている」が７割弱の一方で、「自分も引っかかる不安がある」は

３割弱となっている。 

「留守番電話の常時設定」が約４割で最も多く、次いで「家族への連絡・相談」、「犯罪手口など

の情報収集」が４割弱と続く。一方で「特に対策していない」が２割強となっている。 

40.9%

38.6%

38.1%

11.3%

5.1%

22.0%

2.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

留守番電話の常時設定

家族への連絡・相談

犯罪手口などの情報収集

迷惑電話防止機能付き電話への切り替え

その他

特に対策していない

無回答
複数回答 n=1,429

自分も引っかか

る不安がある

28.5%

自分は引っか

からないと思っ

ている

68.6%

無回答

2.9%

n=1,429
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振り込め詐欺情報の入手先（問 35） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「自治会等の回覧板や掲示板」が４割強で最も多く、次いで「広報よこはま青葉区版」が４割弱、

「チラシ・啓発物」が３割弱となっている。 

43.5%

38.1%

27.7%

21.2%

17.7%

11.8%

4.0%

9.9%

9.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

自治会等の回覧版や掲示板

広報よこはま青葉区版

チラシ・啓発物

青葉区犯罪発生情報メール

青葉区ホームページ

駅頭等でのキャンペーン

地域での出前講習会

その他

無回答
複数回答 n=1,429
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10．広報について 

区内情報の収集方法（問 36） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「広報よこはま青葉区版」が約６割で最も多く、次いで「自治会・町内会」、「テレビ・ラジオ」、

「知人・友人から」、「車内・バスなどの交通広告」が２割台で続く。 

60.1%

25.1%

22.6%

21.1%

20.5%

18.8%

18.8%

17.1%

14.8%

13.2%

11.1%

9.9%

8.9%

6.4%

5.4%

3.6%

2.9%

1.1%

0.8%

0.6%

0.6%

1.2%

9.0%

3.5%

0% 20% 40% 60%

広報よこはま青葉区版

自治会・町内会

テレビ・ラジオ

友人・知人から

車内やバスなどの交通広告

家族・親族から

新聞・書籍

タウン誌・ミニコミ誌

などフリーペーパー

公共施設などに掲示・

配架されているチラシ

青葉区ホームページ

一般のウェブサイト

(携帯電話・スマートフォン)

一般のウェブサイト（パソコン）

地区センター・

コミュニティハウス

保育園・幼稚園・学校

地域ケアプラザ

区役所窓口・区民

活動支援センター

横浜市防災情報Eメール

青葉区Twitter

青葉区民ポータルサイト

地域の居場所

あおバリューTV・

あおバリューRadio

その他

特に情報を得ていない

無回答

複数回答 n=1,429
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あおバリューＴＶ・Radio 視聴の有無（問 37） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あおバリューＴＶ・Radio 視聴したことがない理由（問 37-1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「テレビ番組、ラジオ番組とも、視聴したことがない」が９割弱を占めている。 

「知らなかった・気づかなかった」が９割弱を占めている。 

テレビ番組、ラジオ番組とも、

視聴したことがある

1.5%

テレビ番組は見

たことがある

4.1% ラジオ番組は聴

いたことがある

0.8%

テレビ番組、ラジオ番組とも、視

聴したことがない

88.3%

無回答

5.3%

n=1,429

知らなかった・気

づかなかった

88.3%

時間がない

2.9%

視聴環境（ケーブルテレ

ビ、ラジオ、インターネット

等）が整っていない

2.4%

必要な情報は他の

手段で得ている

3.5%

区の情報に関心

がない

1.9%

その他

0.6%
無回答

0.4%

n=1,262
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11．健康について 

最近の健康状態について（問 38） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

健康のために気を付けていること（問 39） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「健康である」と「どちらかといえば健康である」を合わせると８割を超えている。 

「食事に気をつける」が７割弱で最も多く、次いで「なるべく体を動かしたり、運動したりする」

と「休養や睡眠を十分にとる」が５割台、「定期的に健康診断を受ける」が５割弱となっている。 

65.3%

58.1%

54.2%

48.8%

35.8%

35.6%

32.2%

28.0%

26.1%

1.5%

3.1%

1.9%

0% 20% 40% 60% 80%

食事に気をつける

なるべく体を動かしたり、運動したりする

休養や睡眠を十分にとる

定期的に健康診断を受ける

定期的に歯科医を受診するなどにより、お口のケアを行う

※タバコを吸わない、やめた、または本数を減らした

日頃から体重や血圧などのチェックをする

ストレスの解消を心がける

※お酒を飲みすぎない

その他

特にしていない

無回答 複数回答 n=1,429

健康である

41.3%

どちらかといえ

ば健康である

40.9%

どちらかといえ

ば健康ではない

11.6%

健康ではない

3.8%

無回答

2.4%

n=1,429
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１回 30 分以上の運動の頻度（問 40） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行っている運動の種類（問 40-1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「週２回以上」が４割弱で最も多く、次いで「週１回程度」が２割弱で続く。一方で、「行って

いない」が約３割となっている。 

「ウォーキング（散歩）」が６割弱で最も多く、次いで「スポーツクラブ」が約２割、「体操」が

１割強となっている。 

週２回以上

37.8%

週１回程度

18.7%

２週間に１回程度

5.0%

１か月に１回程度

5.0%

行っていない

29.6%

無回答

3.8%

n=1,429

55.5%

19.8%

14.6%

7.9%

5.5%

22.6%

2.2%

0% 20% 40% 60%

ウォーキング（散歩）

スポーツクラブ

体操

ランニング

水泳

その他

無回答
複数回答 n=951
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心がけている食事について（問 41） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歯周病と全身疾患との関連の認知について（問 42） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

全ての項目について「毎日」心がけているが最も多く、特に「①朝食を食べる」では８割弱、「④

１日２回以上「主食＋主菜＋副菜」の組合せの食事を食べる」では５割弱となっている。 

一方で、「③塩分控えめ（８ｇ／日）の食事を食べる」では３割強が「心がけていない」となっ

ている。 

「はい」が7割強を占めている。 

78.3

35.8

32.6

46.8

7.1

22.9

15.6

19.7

3.4

23.7

13.9

14.2

7.8

12.7

32.3

15.3

3.4

4.9

5.6

4.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①朝食を食べる

②野菜たっぷり(350g/日)の食事を食べる

③塩分控えめ(8g/日)の食事を食べる

④1日2回以上「主食+主菜+副菜」の組合せの食事を食べる

ｎ＝1,429 毎日 週４～６回 週２～３回 心がけていない 無回答

はい

73.3%

いいえ

23.4%

無回答

3.3%

n=1,429
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「オーラルフレイル予防」の知識（問 43） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健診・検診の受診状況（問 44） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「知らなかった」が６割強で最も多く、次いで「知っている」が約２割、「聞いたことはあるが、

意味は知らなかった」が１割強となっている。 

「健康診断（会社の健診、国保の健診、任意の健診、７５歳以上の方の健診）」が６割で最も多

く、次いで「がん検診（会社の健診、任意の健診）」が約２割、「人間ドック（会社の健診、任意の

健診）」が２割弱となっている。一方で、「何も受診していない」は２割弱となっている。 

知っている

20.1%

聞いたことはあ

るが、意味は知

らなかった

13.9%

知らなかった

63.1%

無回答

3.0%

n=1,429

60.0%

19.9%

17.8%

4.6%

15.4%

3.7%

0% 20% 40% 60%

健康診断(会社の健診,国保の健診,

任意の健診,７５歳以上の方の健診)

がん検診（会社の健診、任意の健診）

人間ドック（会社の健診、任意の健診）

その他

何も受診していない

無回答

複数回答 n=1,429
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健診・検診を受診していない理由（問 44-1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

喫煙習慣の有無（問 45） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「時間がとれなかったから」が３割弱で最も多く、次いで「めんどうだから」が２割、「必要性

を感じないから」「費用がかかるから」が２割弱となっている。 

「吸ったことはない」が６割弱で最も多く、次いで「以前吸っていたがやめた」が３割弱、「吸

っている」が１割弱となっている。 

27.7%

20.0%

16.4%

16.4%

15.0%

14.5%

5.9%

5.0%

2.3%

0.9%

4.1%

16.4%

1.8%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

時間がとれなかったから

めんどうだから

必要性を感じないから

費用がかかるから

医療機関に入院や通院をしていたから

必要なときにいつでも医療機関で受診できるから

予約が取りにくいから

検査や結果に不安があるから

近隣に実施機関がないから

制度を知らなかったから

その他

特に理由はない

無回答 複数回答 n=220

吸っている

8.5%

以前吸っていた

がやめた

27.4%

吸ったことはな

い

58.9%

無回答

5.2%

n=1,429
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